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療
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・
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材
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成
」
の
３
つ
を
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と
し
、
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備

が
進
め
ら
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て
き
ま
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た
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健
康
医
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拠
点
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は
、
沖
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振
興
へ

の
貢
献
や
「
長
寿
県
沖
縄
」
の
復
活
、
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際
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健
（
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ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
）
へ
の
貢
献

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
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沖
縄
県
の
人
口
の
８
割
が
集
中
す
る
県
中

南
部
に
お
け
る
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留

軍
用
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
に
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表
さ
れ
た
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・

区
域
の
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
、
今
回
ご
紹
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し
た
、
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プ
瑞
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覧

の
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普
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間
住
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区
等
が
返
還
さ
れ
、
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、
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０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
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の
返
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が
予
定
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す
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用
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還
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は
、
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に
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に
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た
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、
こ
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の
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の
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は
、
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縄
の
将
来
の
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に
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題
で
す
。

　
沖
縄
総
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で
は
、
跡
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利
用
に
つ

い
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主
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的
な
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組
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
、
市
町
村

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
事
業
に
お
け
る
専
門
家
の
派
遣
、
各
種
会
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の
開
催
等
を
通
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て
市
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等
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を
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し
、
駐
留
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用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
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な
利
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の
推
進
に
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け
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組
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で
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り
ま
す
。
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の
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縄
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の
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４
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が
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縄
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催
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特
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担
当
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縄
及
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当
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人
が
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席
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式
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で
は
、
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、
伊
東
内
閣
府

特
命
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当
大
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等
が
祝
辞
を
述
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。

ま
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、
あ
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て
祝
賀
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も
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催
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れ
、
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の
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加
者
が
沖
縄
健
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医
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拠
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の
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出

を
祝
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ま
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た
。
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プ
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間
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４
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縄
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、
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縄
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潜
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の
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に
お
け
る
専
門
家
の
派
遣
、
各
種
会

議
の
開
催
等
を
通
じ
て
市
町
村
等
の
実
施
す

る
取
組
を
支
援
し
、
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
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平
成
27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
（
宜
野
湾

市
）
で
は
、
今
後
の
基
地
跡
地
利
用
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
琉
球
大
学
病
院
及
び
同

大
学
医
学
部
の
移
設
を
中
心
と
す
る
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
令
和
７

年
１
月
に
琉
球
大
学
病
院
が
開
院
、
同
年
４

月
に
は
医
学
部
が
開
学
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
16
日
に
は
沖
縄
健
康
医
療

拠
点
開
所
式
が
開
催
さ
れ
、
林
芳
正
内
閣
官

房
長
官
、
伊
東
良
孝
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
は
じ
め
約
２

２
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
林
官
房
長
官
、
伊
東
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
等
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

は
、
平
成
25
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
「
沖
縄

に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
統
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留
軍
用
地
の
う

ち
、
他
の
返
還
予
定
地
に
先
駆
け
て
、
平
成

27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
約
51
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
大
規
模
な
地
区
で
す
。
同
地
区
に
は
、

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
、
沖
縄
に

潜
在
す
る
発
展
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
と
と
も
に
、
今
後
返
還
予
定
の
跡
地
利

用
を
牽
引
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
宜
野
湾
市
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
（
西
普
天
間
住
宅
地
区
）
の
跡
地
利
用

の
方
向
性
を
、「
住
宅
系
の
ま
ち
づ
く
り
」

か
ら
「
沖
縄
の
発
展
を
け
ん
引
す
る
都
市
機

能
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
転
換
し
、
地

権
者
と
共
同
で
跡
地
利
用
に
向
け
た
検
討
の

具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　

　
平
成
26
年
４
月
に
は
、
沖
縄
県
・
宜
野
湾

市
が
、
同
年
６
月
に
沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
・

琉
球
大
学
が
「
国
際
医
療
拠
点
」
形
成
に
向

け
た
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
国
に
要
請
し
、
国
際

医
療
拠
点
の
形
成
を
跡
地
利
用
の
中
心
と
す

る
方
向
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
宜
野
湾
市
に

お
い
て
、
平
成
27
年
７
月
に
沖
縄
医
療
拠
点

（
策
定
当
時
の
名
称
は
国
際
医
療
拠
点
）
の

形
成
を
中
心
と
し
た
跡
地
利
用
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」
は
、
国
際
性
と

離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
、
琉
球
大
学
病
院
及

び
同
大
学
医
学
部
を
移
設
し
、
沖
縄
の
健
康

医
療
体
制
の
中
核
と
な
る
医
療
拠
点
と
し

て
、「
高
度
医
療
・
研
究
機
能
の
拡
充
」、「
地

沖
縄
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所
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